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２
０
１
１
年
度
「
前
期
」

海
外
研
修
・
国
際
交
流
奨
励

生
が
決
ま
っ
た
（
個
人
３
・

団
体
１
）
。
氏
名
・
渡
航
先

・
テ
ー
マ
は
以
下
の
通
り
∥

敬
称
略
。

▽
徳
満
翔
平
（
経
済
４
）

「
ラ
ダ
ッ
ク
地
域
で
学
ぶ
持

続
可
能
な
循
環
型
社
会
と
イ

ン
ド
他
地
域
と
の
『
豊
か

さ
』
の
比
較
」
▽
渡
部
琴
菜

（
経
済
３
）
「
メ
キ
シ
コ
・

ス
ト
リ
ー
ト
チ
ル
ド
レ
ン
及

び
現
地
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
現
状
と
問

題
点
の
調
査
」
▽
平
澤
輔（
法

２
）
「
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
教
育

支
援
の
調
査
」
▽
上
都
友
紀

（
法
３
）
・
城
所
沙
友
理（
法

３
）
・
地
領
信
恵（
法
３
）「
フ

ラ
ン
ス
の
原
子
力
発
電
の
実

地
調
査
」

夏
期
休
暇
中
に
、
海
外
留

学
な
ど
を
予
定
し
て
い
る
学

生
を
対
象
と
し
た
「
海
外
安

全
セ
ミ
ナ
ー
」
が
７
月
３０

日
、
生
田
キ
ャ
ン
パ
ス
で
開

か
れ
、
９８
人
が
参
加
し
た
∥

写
真
。

最
近
、
海
外
で
起
こ
っ
た

事
件
や
事
故
は
ニ
ュ
ー
ジ
ー

ラ
ン
ド
の
地
震
、
ド
イ
ツ
の

大
腸
菌
Ｏ
｜

１
０
４
に
よ
る

食
中
毒
、
ノ
ル
ウ
ェ
ー
の
連

続
テ
ロ
な
ど
が
記
憶
に
新
し

い
。
こ
の
よ
う
な
事
例
か
ら

身
を
守
る
た
め
、
高
い
危
機

管
理
能
力
を
身
に
つ
け
る
の

が
こ
の
セ
ミ
ナ
ー
の
目
的
。

講
師
を
務
め
た
Ｊ
Ｃ
Ｓ
О

Ｓ
海
外
留
学
生
安
全
対
策
協

議
会
理
事
の
服
部
誠
氏
は

「
学
生
時
代
の
海
外
留
学
や

研
修
は
、
人
間
的
な
成
長
を

促
す
貴
重
な
チ
ャ
ン
ス
。
多

く
の
成
果
を
持
ち
帰
る
た
め

に
、
リ
ス
ク
回
避
の
ス
キ
ル

を
ぜ
ひ
身
に
つ
け
て
も
ら
い

た
い
」
と
話
し
、
自
然
災
害

や
銃
・
麻
薬
犯
罪
な
ど
想
定

さ
れ
る
事
例
を
提
示
し
て
対

策
を
紹
介
し
た
。

危
機
回
避
の
行
動
三
原
則

（
目
立
た
な
い
、
行
動
を
パ

タ
ー
ン
化
し
な
い
、
常
に
用

心
を
怠
ら
な
い
）
を
念
頭
に

行
動
し
、
渡
航
先
で
の
緊
急

連
絡
先
を
調
べ
て
お
く
こ
と

な
ど
を
ア
ド
バ
イ
ス
し
た
。

西
山
恭
平
さ
ん
（
経
営

３
）
、
遠
藤
貴
章
さ
ん
（
文

３
）
、
赤
上
直
紀
さ
ん
（
文

３
）
、
寺
島
浩
美
（
人
間
科

学
１
）
の
４
人

は
、
教
育
プ
ロ

グ
ラ
ム
の
開
発

・
実
践
に
取
り

組
む
「
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
キ
ー
パ
ー

ソ
ン
２１
」
で
活

動
を
行
っ
て
い
る
。

７
月
１６
日
、
東
京
都
港
区

立
港
南
中
学
校
か
ら
、
依
頼

を
受
け
「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
能
力
の
向
上
」
を
目
的

と
し
た
キ
ャ
リ
ア
教
育
プ
ロ

グ
ラ
ム
の
授
業
に
同
行
し

た
。
２
年
生
２
ク
ラ
ス
３４
人

の
生
徒
に
対
し
て
、
キ
ャ
リ

ア
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
あ
る

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ゲ
ー

ム
を
行
っ
た
。

こ
の
ゲ
ー
ム
は
人
と
こ
こ

ち
よ
い
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
と
る
た
め
に
、
「
言
葉

づ
か
い
」「
態
度
」「
熱
意
」

あ
い
き
ょ
う

「
論
理
性
」
「
愛
嬌
」
と
い

う
５
つ
の
要
素
を
体
感
的
に

学
ば
せ
、
他
人
と
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
と
り
方

を
、
ス
タ
ッ
フ
が
客
観
的
な

視
点
で
評
価
し
、
分
析
を
行

う
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
。

生
徒
た
ち
は
、
最
初
は
硬

い
表
情
で
取
り
組
ん
で
い
た

が
、
コ
ツ
を
掴
ん
で
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
を
行
っ
て
い
く
中

で
、
自
分
の
個
性
を
出
せ
る

よ
う
に
な
り
、
明
る
い
表
情

で
、
ス
タ
ッ
フ
と
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
と
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
。

西
山
さ
ん
ら
４
人
の
学
生

は
、
同
法
人
で
事
前
の
研
修

を
受
け
た
の
ち
、
運
営
ス
タ

ッ
フ
と
し
て
の
準
備
や
、
グ

ル
ー
プ
ワ
ー
ク
で
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
中
の
生
徒
に
ア
ド
バ
イ

ス
な
ど
を
行
っ
て
い
た
。

今
後
は
、
こ
の
経
験
を
生

か
し
て
、
中
学
生
や
児
童
向

け
イ
ベ
ン
ト
へ
の
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
リ
ー
ダ
ー
を
目
指
す
。

キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
セ
ン
タ
ー
（
セ
ン
タ
ー
長
∥
小
林
隆
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
情
報

学
部
教
授
）
で
は
、
川
崎
市
内
の
企
業
・
自
治
体
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
な
ど
が
抱
え
る

課
題
に
、
学
生
た
ち
が
主
体
的
に
社
会
の
諸
問
題
に
取
り
組
み
、
解
決
策
を
提
案

す
る
「
課
題
解
決
型
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
」
を
実
施
し
て
い
る
。
７
月
中
に
行
わ

れ
た
２
つ
の
活
動
を
紹
介
す
る
。

７
月
８
日
、
Ｈ
Ｅ
Ｉ
Ｂ
講

座
の
本
年
度
第
１０
回
講
座
が

生
田
キ
ャ
ン
パ
ス
で
開
催
さ

れ
、
見
目
洋
子
（
商
学
部
教

授
）
ゼ
ミ
の
男
子
学
生
を
含

む
約
４０
人
が
参
加
し
た
。
講

師
は
㈱
星
野
リ
ゾ
ー
ト
の
ブ

ラ
イ
ダ
ル
事
業
部
門
で
ブ
ラ

イ
ダ
ル
戦
略
を
担
当
す
る
田

ち
か

村
睦
さ
ん
が
務
め
た
。

本
社
を
長
野
県
軽
井
沢
に

置
き
全
国
２４
拠
点
に
リ
ゾ
ー

ト
や
温
泉
旅
館
を
運
営
す
る

星
野
リ
ゾ
ー
ト
グ
ル
ー
プ

は
、
ホ
テ
ル
ブ
レ
ス
ト
ン
コ

ー
ト
（
Ｈ
Ｂ
Ｃ
）
、
軽
井
沢

高
原
教
会
、
石
の
教
会
「
内

村
鑑
三
記
念
堂
」
の
３
つ
の

ブ
ラ
ン
ド
を
基
幹
と
す
る
ブ

ラ
イ
ダ
ル
事
業
を
展
開
し
て

お
り
、
商
品
開
発
、
広
告
、

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
分
析
な
ど

を
社
内
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ

ー
ム
で
行
っ
て
い
る
。

講
義
で
は
、

常
に
高
い
顧
客

満
足
度
を
獲
得

し
、
星
野
リ
ゾ

ー
ト
全
体
の
３

分
の
１
の
売
上

を
担
う
ブ
ラ
イ

ダ
ル
事
業
の
取

り
組
み
事
例
の

ほ
か
、
居
住
エ

リ
ア
に
よ
っ
て

ニ
ー
ズ
が
異
な

る
こ
と
に
着
目
し
た
エ
リ
ア

戦
略
の
実
際
、
マ
ー
ケ
テ
ィ

ン
グ
チ
ー
ム
と
、
サ
ー
ビ
ス

チ
ー
ム
に
分
か
れ
て
行
わ
れ

る
多
角
的
な
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン

グ
戦
略
が
紹
介
さ
れ
た
。

最
後
に
、
Ｈ
Ｅ
Ｉ
Ｂ
講
座

を
代
表
し
て
鈴
木
郁
実
さ
ん

（
商
２
）
が
「
Ｃ
Ｓ
（
顧
客

満
足
度
）
獲
得
の
た
め
に
細

部
に
わ
た
る
徹
底
し
た
マ
ー

ケ
テ
ィ
ン
グ
戦
略
が
行
わ
れ

て
い
る
こ
と
に
驚
き
ま
し

た
。
一
方
で
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
チ
ー
ム
の
メ
ン
バ
ー
が
楽

し
ん
で
取
り
組
ん
で
い
る
こ

と
が
感
じ
ら
れ
、
チ
ー
ム
ワ

ー
ク
の
良
さ
が
相
乗
効
果
と

な
っ
て
結
果
に
表
れ
て
い
る

の
で
は
な
い
か
と
感
じ
ま
し

た
」
と
語
っ
た
。

※
Ｈ
Ｅ
Ｉ
Ｂ
講
座
と
は
、
実

社
会
で
役
立
つ
実
務
能
力
、

女
性
に
必
要
な
資
質
を
磨
く

女
性
の
た
め
の
総
合
教
養
講

座
。

▲

右
か
ら
遠

藤
さ
ん
、

西

山

さ

ん
、
寺
島

さ
ん
、
赤

上
さ
ん

浅
川
由
加
里
さ
ん
（
文

３
）
を
リ
ー
ダ
ー
と
す
る
専

大
生
２１
人
は
「
藤
子
・
Ｆ
・

不
二
雄
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
」

（
川
崎
市
多
摩
区
、
９
月
３

日
オ
ー
プ
ン
）
の
プ
レ
イ
ベ

ン
ト
「
わ
く
多
ま
！
」
の
企

画
・
運
営
を
行
っ
た
。
実
行

委
員
会
に
加
わ
り
、
多
摩
区

観
光
推
進
協
議
会
や
地
域
の

方
、
明
大
生
ら
と
と
も
に
企

画
・
運
営
な
ど
に
携
わ
っ
た
。

７
月
２３
日
、
多
摩
区
役
所

と
多
摩
総
合
庁
舎
で
行
わ
れ

た
同
イ
ベ
ン
ト
で
は
、
コ
ン

サ
ー
ト
と
イ
ラ
ス
ト
展
が
開

催
さ
れ
た
。
歌
手
の
ｍ
ａ
ｏ

さ
ん
に
よ
る
ミ
ニ
ラ
イ
ブ

や
、
地
域
の
中
学
・
高
校
の

吹
奏
楽
部
や
チ
ア
ダ
ン
ス
部

な
ど
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
が

繰
り
広
げ
ら
れ
た
そ
ば
で
、

学
生
た
ち
は
進
行
管
理
や
司

会
な
ど
、
裏
方
の
仕
事
を
こ

な
し
た
。
ま

た
、
イ
ラ
ス

ト
展
「
ぼ
く

と
わ
た
し
と

ド

ラ

え

も

ん
」
も
学
生

の

ア

イ

デ

ア
。
多
摩
区

内
に
住
む
小

学
生
の
作
品

約
３
５
０
点

を
展
示
し
た
。

河
辺
彩
花

さ
ん
（
経
営

３
）
ら
と
と

も
に
コ
ン
サ
ー
ト
の
司
会
を

担
当
し
た
浅
川
さ
ん
は
「
当

日
は
タ
イ
ム
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

よ
り
も
早
く
演
奏
が
終
わ
っ

て
し
ま
い
、
時
間
を
管
理
す

る
の
が
大
変
で
し
た
。
お
客

さ
ん
に
喜
ん
で
も
ら
え
る
よ

う
、
企
画
を
考
え
る
の
が
楽

し
く
、
良
い
経
験
に
な
り
ま

し
た
」
と
振
り
返
っ
た
。

ま
た
、
広
報
を
担
当
し
た

我
妻
沙
紀
さ
ん
（
経
営
３
）

は
「
大
勢
の
人
と
と
も
に
イ

ベ
ン
ト
を
作
り
上
げ
る
経
験

を
し
た
い
と
思
い
、
こ
の
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
選
び
ま
し
た
。

さ
ま
ざ
ま
な
方
々
と
交
流
で

き
、
自
分
の
意
見
を
相
手
に

伝
え
る
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
力
や
、
複
数
の
ア
イ
デ
ア

を
ま
と
め
る
方
法
な
ど
が
身

に
つ
き
ま
し
た
」
と
笑
顔
で

語
っ
た
。

夏
休
み
を
迎
え
た
学
生

の
み
な
さ
ん
に
は
、
都
内

や
川
崎
市
内
で
手
軽
に
行

け
る
美
術
館
巡
り
を
楽
し

ん
で
ほ
し
い
と
思
い
ま

す
。今

、
港
区
六
本
木
の
国

立
新
美
術
館
で
は
、
ワ
シ

ン
ト
ン
・
ナ
シ
ョ

ナ
ル
・
ギ
ャ
ラ
リ

ー
展
が
開
催
さ
れ

て
お
り
（
９
月
５

日
ま
で
）
、
セ
ザ

ン
ヌ
、
マ
ネ
、
モ

ネ
、
ル
ノ
ワ
ー
ル

な
ど
の
印
象
派
を

中
心
と
し
た
巨
匠
た
ち
の

名
品
と
出
会
え
る
チ
ャ
ン

ス
で
す
。

生
田
キ
ャ
ン
パ
ス
に
隣

接
す
る
岡
本
太
郎
美
術
館

で
は
、
生
誕
百
年
を
記
念

し
て
人
間
・
岡
本
太
郎
展

が
（
９
月
２５
日
ま
で
）
。

彼
が
目
指
し
た
激
し
く
も

純
粋
な
前
衛
芸
術
の
精
神

と
そ
の
生
き
方
に
触
れ
て

み
て
く
だ
さ
い
。

中
央
区
京
橋
に
あ
る
ブ

リ
ジ
ス
ト
ン
美
術
館
で

は
、
明
治
西
洋
画
壇
に
挑

ん
だ
異
色
の
天
才
画
家
、

青
木
繁
の
没
後
１
０
０
年

の
回
顧
展
が
開
催
中
で
す

（
９
月
４
日
ま
で
）
。
代

表
作
「
海
の
幸
」
を
は
じ

め
と
す
る
彼
の
遺
作
群
に

向
き
あ
い
な
が
ら
、
日
本

れ
い
め
い

き

近
代
絵
画
の
黎
明
期
を
生

き
、
２８
歳
の
若
さ
で
世
を

去
っ
た
こ
の
不
遇
な
画
家

の
苦
悩
と
そ
の
ひ
た
む
き

な
生
の
軌
跡
に
心
打
た
れ

る
こ
と
で
し
ょ
う
。

最
後
に
お
薦
め
し
た
い

の
は
、
千
代
田
区
丸
の
内

の
東
京
国
際
フ
ォ
ー
ラ
ム

内
に
あ
る
相
田
み
つ
を
美

術
館
。
詩
と
書
の
渾
然
一

体
と
な
っ
た
数
々
の
作
品

は
、
静
か
さ
、
優
し
さ
、
微

笑
ま
し
さ
、
力
強
さ
を
感

じ
さ
せ
て
く
れ
ま
す
。
生

き
る
勇
気
を
与
え
て
く
れ

る
人
生
の
応
援
歌
で
す
。

な
み
だ
を
こ
ら
え
て
／

か
な
し
み
に
た
え
る
と
き

／
ぐ
ち
を
い
わ
ず
に
／
く

る
し
み
に
た
え
る
と
き
／

い
い
わ
け
を
し
な
い
で
／

だ
ま
っ
て
批
判
に
た
え
る

と
き
／
い
か
り
を
お
さ
え

て
／
じ
っ
と
屈
辱
に
た
え

る
と
き
／
あ
な
た
の
目
の

い
ろ
が
／
ふ
か
く
な
り
／

い
の
ち
の
根
が
／
ふ
か
く

な
る

相
田
み
つ
を
作
「
い
の
ち

の
根
」

（
学
生
部
）

◀

司
会
を
務
め
た
浅
川
さ
ん
（
右
）と
河
辺
さ
ん

キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン

セ
ン
タ
ー

課
題
解
決
型
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

課
題
解
決
型
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

〝
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
〟に
焦
点

教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
開
発
・
実
践

美術館へ行こう

藤
子
・
Ｆ
・
不
二
雄
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

プ
レ
イ
ベ
ン
ト
の
企
画
・
運
営

◀

右
か
ら
阿
藤
正
道
学
生
部
長
、
徳
満

さ
ん
、
渡
部
さ
ん
、
上
都
さ
ん

１１年度前期海外研修・

国際交流奨励生決まる

海
外
留
学
を
前
に

「
安
全
セ
ミ
ナ
ー
」

第
１０
回
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▲ 講師を務めた田村さん

▲ 学生４０人が参加した

第４９１号（昭和４４年１０月１４日第３種郵便物認可）ニ ュ ー ス 専 修２０１１年（平成２３年）８月１５日（１３）


